
羅癖
誇

審
叢

.

龍

説

累

進

課

税

の

根

糠

に

就

き

て
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學
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,.、・法

學

士

本

庄
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治

郎

勢

賃
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大

鮎
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最

小

購

…

・…
・…
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…

法
學

博
士

田

島
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治

基

礎

許

否

衰

耗

の

法

則

…
…
-
…

-
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學

上

高

田

保

馬

植

民

地

財

政

政

策

〔
二
)
-
…
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…

-
..・・…

・・…
.渋
墨
博
士

山

本

美

越

乃

マ

ル

ク

ス

の
労

働

偵

値

論

功

根

本

命

題

に

就

て

(
二
.完

)...,.....
,

…

・…

…
…

…
経
済
學

土

掘

輕

夫

時

事

闇
幽
趣

米
勢

難

肇

に
就
て
…

…

・・…
…

瞳

篁

戸

田

海

市

我
が
態

羅

護

策
と
海
運
肇

、
,
.、
,
渋
墨
土

.
小

島

昌

太

郎

雑

.

録

,

比

律

賓

の
貿

易

毒

運

、
…
.し
、
一
、
,
、
…

董

士

小

島

昌

太

郎

～「

「
ー

ド

「
ゆー

ト
レ

」

写
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悼
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ら

.

幽

時
事
問
題

我
.が
最
高
縄
渕
政
策
ε
海
運
政
策

第
十
.
}巻
.

、(第
三
號

】
二
〇
)

四

一
四

我
が
最
高
経
済
政
策
ε
海
運
.政
策

..

一
.
瀦

信

巳
.
.∵

.=

我
が
最

高
縄
濟
政
策
の
基
本
車
曳

『

塞

査

問
題
解
決
策
姦

高
舞

…政
策

一四
.
.商
工
立
倒
也
海
運
の
鰻
淫

.

駈
.
最
高
縄
済
倣
策
定
.雫
湘
建
議
・

嗣

緒
.

言

ド

小
.

島

」
昌

太

郎

㌔

露

総

畿

誓

念

盆

,
畜

男

星
局
譜

繋

指

肇

魂

認

る
・
悪

策

め
づ
匹
.
而

レ
て
藩

雛

敬
答

慰

の
底
、
會

に
於
い
て
は
、
肝
謂
立
国
著

る
も
の
蔑

ご
里

の
意
義
を
有
し
、
.

鼠
運
.の
隆
替
が
之
に
懸
δ
所
の
も
の
℃
か
お
。
、国
家
叫
を
の
國
の
人
口
状
態
が
國
丙
㊨
天
然
資
源
や
其
他
の
縄
濟

毒

諸
樺

鋳

す
動

係
の
如
何
に
よ
ゲ
、
叉
そ
の
厨
の
纒
翼

態
が
世
羅

濟
に
摯

幽

係
の
如
何
に
よ

臥
・
者

蔭

國
に
蓬
當
な
る
最
高
経
済
政
策
を
定
む
る
異

に
、
又
こ
の
最
高
纏
濟
政
策
2
.
部
こ
し
で
之
に
適

・慮

す

着

所

の

海

運

政

策

を

定

め

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。
.

.

、
.

、

一「∴
.
、
.
.

.
一、
㌦

、

、
.、
.
.,■

㌔
.
.
.
.

㌔
..

嫁

て
、
泄
般
の
天
職
暑

個
の
経
済
擬
態
甚

だ
七
き
攣
化
な
等

し
功
、
從
っ
て
貰

の
脛
濟
稠
係
も
亦
大

b



・

に
そ
の
面
目
を
更
む
る
に
至

つ
π
の
で
あ
る
か
ら
」
今
日
は
、
何
.れ
の
國
も
皆
そ
の
最
高
経
済
政
策

を
攣
更
確
立

「す

含

の
機
運

に
め
る
.
.か
の
戦
前
白
髪

易
嚢

を
言

て
世
界
貿
易
上
に
雄
飛
芒

英
吉
利
の
如
き
に
曽
.

て
ざ

へ
、
海
外
貿
易
伸
長

の
矯
め
に
、
政
府
は
互
額
の
資
金
を
支
出
し
て
大
規
模
居
る
助
長
政
策
を
ε
ら
ん
ゼ
し

ド

て
居

る
嘉

跨

は
そ
の
舞

経
濟
肇

攣
更
の
目
的
を
以
て
、通
商
航
縁

約
農

の
準
備
を
な
し
つ
〉
あ
b
、

伊
太
利
匹
如
き
は
既
に
條
約
塵
棄
の
手
績
を
`
り
、
濠
太
利
ぽ
開
税
法
の
改

正
を
秘
し
.
北
米
合
衆
国
ぽ
新

紀
に

海
運
法
を
制
定
し
、
其
他

の
譜
國
も
皆
替

玉
そ
の
脛
濟
政
策
を
確
立
ず

る
ε
共
に
、
鍬
外
貿
易
饗
外
海
蓮
に
う
き

新
た
な
る
政
策
セ
ε
ら
ル
蓬
し

つ
、
み
る
。
我
國
も
亦
こ
の
新
た
な
る
世
界
経
済
の
趨
勢
.に
順
恋
し
て
、
我
が
国

情

に
渣
當
な
る
最
高
経
済
政
策
を
確
立
し
、
以
て
立
国
の
基
礎
を
固
む
.る
ε
共
に
厨
艮
経
済
の
繁
榮
を
計
ら
.ね
ば

な
ら

霞
。
而
し
て
我
国
が
今
日

ご
る
べ
き
海
運
政
策
も
、
亦
・同
の
最
高
経
済
政
策

に
適
恋
し
馬
を
の

}
部
ε
し
て

定
め
ら
りる
べ
き
も
の
で
あ
る
。
.故
ロ
弦

に
我
国
の
海
運
政
策
慰
研
究
す
る

に
も
、
先
づ
我
が
国
情
特
に
我
国
の
脛

濟
款
態
を
明
か
.に
し
、
我
が
最
高
経
済
政
策

の
如
何
な
お
も
の
な
る
べ
き

か
を
概
説
せ
な
け
れ
ば
な
ら

鬼

、
、、

一
.噛

我

が

最

高

経

済

政

策

の
基

本

事
.實

・我
国
は
そ
の
版
画
、
北
ば
寒
帯
よ
り
南
は
熱
帯
に
亘
b
、
且

つ
亜
細

亜
大
陸
の

賢
蔀

を
も
領
有
.」
て
居
る
が
、

そ
の
本
土
は
太
李
洋

の

一
隅
に
位
す
る
虜
の
四
面
猿
海

の
島
嶼
で
あ
る
ρ
而
し
て
本
土
め
面
積
に
二
四
凶
七
九
四

蚕

業

、
朝
鰐

轟

、
.奨

の
霧

を
斉

突

き

胤

.
四
三
、
七
七
八
方
里
三
九
繍
叢

甕

藪

僻
事
問
題

・
我
が
最
漏
縄
済
婆

・
海
運
蟄

児

餅
+
「春

窮

三
號

=
二
、}

凶

一五

●



F
.

..

馴
.
.
.
.

司

、

O

㌔

晴
事
露
塵
.

我
が
最
高
纒
済
政
策
に
海
運
政
策
.

第
十

一
巻

【第
一
.…號

一
二
ニ
一

四

一
露
.

囎
難
聾

韮

髭
薙

∀
あ
.つ
刃

此
昏

隼

・
人
艮

、
至

孝

末
の
調
書

よ
れ
ば
本
籍
合

五

六
エ
ハ
六
七
、
三
二
八
人

、
朝
鮮
.
,壷
濁
酒
樺
太
の
人
口
を
加
ふ
る
ε
き
は
七
六
エ
ハ
八
こ
」
四
九
二
入
〔
嘲
響
、「
鴎
駝
跳
」
.

畝
バ
囁
鰻
蔦
零
坑
瓢
規
格
〕
で
馬
.世
界
総
人
口

〔十
⊥
ハ
億
二
千
鯨
萬
)
に
罰
し
、
本
籍
人
口
は
三
四
.九
.
一
堀
に
當
り
、
.

我
総
人
口
は
四
七
・
二
四
%

に
當
っ
て
居

る
。
而
し
て
本
土

の
人
口
密
度
は

一
方
里
に
付
き
二
二
六
八
人
、
朝
鮮
、

塵
湾
、
.樺
太
を
加

へ
π
る
密
度
は

一
方
里

に
付
き

=

一
二
人
で
あ
る
。
さ
れ
ば
我
国
は
人
口
甚
だ
稠
密
な
る
國
.

で
あ
.っ
て
、
証
本
帝
国
策
三
十
八
統
計
年
鑑
の
示
す

所

に
よ
れ
ば
、

我
本
土
の

人
口
麿
度
は

實

に
世
界
第
四
位
.

に
あ
b
、
白
耳
義
、
英
克
蘭
威
雨
期
、
和
蘭
の
次
に
位
し
て
居
・
。
露
助
懇
難

題
璽

妻

楚

謎
鹸
駿
礪

嶺
歎
瑞
美

杁
廼
無
嬢

卜
旗

黙

懸
盤

.㌔
薪
掛
鞭

趣
杁
六
〕面
し
て
近
年
に
於
け
る
我
合

の
増

加
数
如
何
ざ
見
る
に
。

同
じ
(
帝
國
統
計
年
鑑
の
示
す
所
に
よ
り
計
算
す
れ
ば
、
本
籍
人
口
の
増
加
数
ば
明
治
四

十
二
年
よ
b
大
正
二
年

に
至
る
五
箇
年
問
の
年
半
均
は
七
五
四
、
七
七
五
人
、
真

吹
の
大
正
三
年
よ
り
大
正
七
年

に
至
る
五

ケ
年
の
年
平
均
は
⊥
八
六
σ
、
九
二
九
人
で
め
つ
て
、
、之
よ
b
計
算
す
れ
ば
最
近
の
我
人
ロ
増
殖
牽

は

「

ニ
ピ
〇
六
%
ザ
な

っ
て
居
る
。

こ
の
増
殖
牽
は
、
之
を
世
界
衣
明
國
の
そ
れ
ε
対
比
す

れ
ば
、
第
四
位
で
あ

っ
て
、

和
蘭
、
凋
逸
、
.丁
抹

の
次
に
在
る
。
然
る
に
こ
の
滑
殖
峯
そ
の
も
の
も
、風
よ
り

一
伸

】
縮
め
れ
こ
も
満
載
國
は
大

へ
　
　

り

膿

に
於

い
て
増

加
の
傾
.向
・に
あ
る
。
.

、、
.
.

、

右
述

ぶ

る
が
如

く
.
.我

國

の
人

口
は
既

に
密
度

に
.於

い
て
も
増
殖

牽

に
於

い
て
も
か

之
を
諸
外
.國
ε
比
較
す

れ

,
〆

ば
甚
だ
上
位
に
在

る
が
上

に
、
更

に
を
の
落
殖
牽

そ
の
も
の
も
亦
大
艦
年
々
増
加

の
傾
向
に
在
る
の
で
あ
る
。
さ

'

、

、



れ
ば
我
國
は
国
民
経

済
生
活
上
、
今
日
己

に
人
口
の
歴
迫
甚
だ
し
き
も
の
あ

る
に
.
近
き
將
來

に
於

い
て
そ
の
墜

迫
は
盆

=
甚
だ
し
か
ら
ん
ど
す
る
の
状
勢
に
あ
る
こ
ε
を
知
る
。
人
「口
問
題
は
實

に
我
国
の
最
高
経
済
政
策
を
決

定
す

6
上
に
於

い
て
、
最
も
重
要
な
る
關
係
に
あ
る
も
の
己
言
は
ね
ば
な
ち

弧
。

凡
そ
国
民
脛
濟
の
職
能
は
、
国
民
を
し
て
各

-
衣
食

の
道
に
自
活
す
る
を
得
し
の
馬
そ
の
生
活
を
働
陣
し
、
そ

の
健
康
を
増
進
し
、
以
て
文
化
的
獲
展
を
な
さ
し
む
る
に
あ
る
"
然
射
ば
、
か
く
の
如
く
に
猛
小
な
る
地
域

に
、

か
く
の
如
く
滑
殖
し

つ
＼
あ
る
我
人
口
に
謝
し
、
沓

工
衣
食
の
道
に
自
活
す

る
こ
ご
を
得
し
め
、
そ
の
生
活
を
安

固
に
じ
、
そ
の
健
康
を
保
全
湿
、
同
胞
相
食
む
こ
ε
塗
く
、
貧
窮
自
表
す

乃
こ
ε
な
く
、
能
く
我
文
化

の
獲
展

に
.

'

霊
す

ご
ε
を
得
し
な
る
に
は
如
何
な
る
方
策
を
以
て
す

べ
き
か
。

こ
の
方
策

こ
そ
我
が
最
高
経
済
政
策
ε
す

べ
き

「

も
の
で
あ
づ
て
、
又
立
国
の
帳
本
方
策
た
る

べ
き
遇
の
で
あ
b
、
我
が
総
て
の
政
策
が
て
れ
よ
め
出
で
、
我
が
総

て
の
問
題
が
之
に
よ
b

て
決
定
せ
ら

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

、

.
今
、
こ
の
問
題
を
研
究
す

る
に
當
り
私
ば
先
づ
、
我
國
の
主
要
食
料
品
た
る
米
が
、
内
地

に
於

い
て
如
何
な
る

需
給
状
態
に
あ
る
か
を
調

べ
な
け
れ
ば
な
ら
の
。
蓋
し
.
人
口
問
題
の
獲
生
も
解
決
も
、
共
に
そ
分
核

一6
を
な
す

も
俊

籍

諾

っ
て
、
而
し
て
日
本
人
の
生
活
・
於
い
て
書

必
要
な
る
食
讐

米
で
あ
る
か
ら
で
身

。

濃
霧

省
の
調
査
に
よ
る
に
、
日
本
内
地
養

け
る
米
の
需
鶴

係
嘆

之
を

歴

表
に
蔑

せ
装

の
聖

で
あ

る
コ

「
.
.,
/
.
.

匹

＼

や
.

▽
.
.
.

・
.

戸
.
.
-

妻
事
問
題

、
我
が
毒

羅

濟
政
策
ε
海
運
政
策
.

・路
+
一
巻

勇

一=號

一
二
三
}

四

号

畠
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時
事
問
題

我
輩
最
高
維
濟
激
策
ミ
海
運
政
策

9

獺朋墜
喋
饗
難
　醐麺

繍
躍
鰹
轡
籍
網縫
遡

・錫

識

逆

撃

条

蕩

・璽

期
)

.
議

定

㌘

皐
嵩
璽
動
)

各
前
年
内
地

生
産
額
平
均ガ

㌧
.蕪

垂
.

　襲
]鶉

.

彗
〕
誓言
　「
((
大

話

三
苫

二溌

氏.:
量 ま…

慧 …ミ

蠹 毒 鑑警.
至 碧 瀬 入8奏 巽

看 豊 実遭 莞 失 策

里離 憲彙 嚢 美 星 当

量 垂 垂 垂 垂 禽 。額消_

ん

四〇

三
へ(

～「炎
.
.

.

國
昌
昌
「兄

喜
喜

四四

へ四
二
四
六
〇

圏栢

六E
四

〇
(O

凪
〇

七
二九

四
四
目

賦
四

四六
一

一六
〇

四
天

]
入
営

サ

一
人
常
額

生
産
額

漕
愛
額

石

石

、O
ゐ
茜

rO
茜

(
、
.
・.

O
ん
琶

0
孔
翌

0
・
力
二
九

・

O
・
力
六
一

〇
・
内
昌
O
.
.

一
・
O
一
同「

0
ん
窒

一
・皇

ゼ

0
9
加力
(

一
6
碍
O

鞍
移
入
超
鵜

島

ろ
は
馨

入
響

再
輕

入
額
あ

和
姦

轟

奮

襲

ぴ
再
輸
移
出
禦

僻

し
馨

差
額
謝

る
。

但
し
↓
野

付
げ
豪

あ

に
讐

よ
龍

難

蔭

し
た
農

額
で
あ
つ
で
・
讐

緯

出
鑑

額
で
タ

。
.

,

く

右
の
表
・
昏

て
之
を
鴛

ぱ
、
.米
の
内
地
生
産
霞

そ
の
蝦

・
於
い
て
も
、

一
人
滞

趣

溶

て
も
、

丁

逐
年
増
加
し
つ
、
あ
カ
て
、
最
近

に
は
卒
埼
五
千
四
百
蒔
石
の
生
産
あ
り
、
之
を

「
入
営
り
に
す
腔
ば
、凡
そ

一
石

の
割
合
で
め
る
,
然
庵

に
他
方
に
.於

い
て
、
・
一
人
當
ゲ
浦
費
額
が
」
入
賞
り
生
産
額
よ
り
む
堪
加
し

つ
、
あ
る
這

共
に
人
口
も
亦
前
述
の
如
く
甚
だ
し
も
増
加
し

つ
Y
め
り
て
、
其
結
果
総
清
愛
顧
は
大
に
.増
加
す

る
が
爲
.め
、
.縦

.

ひ
生
産
額
は
惜
加
し

つ
、
あ
る
ε
は
云

へ
、
そ
は
消
費
額
に
.謝

し
て
侮
不
足
の
歌
態
に
め
ヶ
、
今
田
の
趨
勢
を
以

て
將

來
を
推
測
せ
ば
、
.そ
.の
不
足
は
年
異

に
人
な
ら
ん
巴
す
、る
の
傾
向

に
あ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
.生
産

額
の
増
加
な
る
も
の
は
馬
反
當
b
牧
穫
高
の
増
加
ξ
.
栽
培
面
積
の
増
加
己
に
よ
ウ
て
.得
て
.居
る
「の
で
あ
る
が
↓

こ
ゆ
等
に
於
け
る
増
加
の
傾
向
も
人
"
の
増
殖
芭

一
人
當
う
消
費
額

の
増
進
ε
に
よ
り
て
生
す

る
総
消
費
額

の
増

鳳

「

胃

判

幽



●

9

'

の

加
に
.比
ぶ
れ
ば
、
盆

-
そ
の
塘
加
牽
.の
隔
り
が
大
き
ぐ
な
り
づ

、
あ
る
。
.今
、
讃
者

の
了
解
.に
便
す

る
爲
め
、
前

掲
表

ε
同
じ
各
期
間

に
付
き
.、
栽
培
面
積
、
反
當
り
牧
穫
高
.

一
人
當
い
生
産
高
、
「
一
.入
営
り
消
費
高
、
・
及
び
人

口
敷
の
王
者
を
締

て
第

一
期
を
基
本
ξ
す

る
指

敷
を
以
て
示
せ
ば
次
の
和
ぐ
で
あ
る
。

,
.翻

治
二
韮
讐

毒
糞

篁

期
・

離

婁

碁

五
拳

野

(第
二
期
)
.

.

講

垂

廿
私

募

年
璽

第
三
朗
)

寵

養

殖

管

・
葦

均
奮

期
)

鶏

磐

↓
算
・
条

・
(望

塑
.

論

鋒

、だ

撃

・
輩

均
(契

期
}

ド

之

に
よ
れ
ば

、

随
.し
能
は
ざ

る

こ
ざ
噛

あ
ち

う
η

佛
領

酊
度

.

蔵
培
面
積δ

『
δ
二

δ
四

一
.星

F只一
=

反
當

り

敦
奮
高一8

.

.突
一呈=

冨
三
〇

㌧

三
層

＼

9生 一

難 。欲 蓉瀞

一
人
當

り

溜

費

額
一
〇
〇究

■

三一
〔掴

.

一晃一
=
.

人

叫

.

.
一
〇
〇

、
δ
四
.

=
一

.

ご

(
三
六

.

三
ヨ

内
地

に
於
け
.ち
米
の
入
口

一
入
営
り
生
産
額
め
増
加
は
、
到
底

一
人
當
ゆ
消
費
額
の
増
加
に
追

並
び
に
將
來
両
者

の
隔
り
が

一
.層
人
な
ら

ん
ε
す
る
傾

向

艦
む
る
二
ε
が
明
か
に
分
る
で

.

さ
れ
ば
明
治
二
十
山
ハ
牛
後
の
五
ケ
、年
(前
掲
表
の
.第
二
期

)以
来
、
朝
鮮

、
.毫
溌
、
支
那
、
巳
英
領
.都
度
、

邉
蓬
、
其
他
よ
り
の
鹸
…移
入
を
以
て
、
内
地

の
生
産
.不
足
を
補
充
、し

つ
、
め
る
の
有
様
で
め
つ
て
、
`
.

其
額
最
近

に
は
凡
そ
三
百
萬
石
、
総
消
費
額
の
約
五
歩

に
達
す

る
有
様
で
あ
る
.
併
し
石
の
中
,
朝
鮮
嘘
毫
濁
蓬

は
.今
は
我
版
圖

で
あ
る
か
ら
、
此
等
よ
り
の
移
入
は
姑
く
之
を
除

き
、純
粋
に
外
國
よ
り
輸
入
す
る
額
を
見
る
に
、

暗
事
問
題

、
・我
が
最
高
縄
濟
政
策
ミ
海
運
政
策

、
第
+
一
巻

バ第
三
號

一
ご
葺
)

四

「九

/

、
.

』
.

塵
.
.
.
.

一一..一.一一 L
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ビ

'1

僻
事
間
揮

我
が
最
高
纒
濟
政
策
堵
海
運
政
策
.
.

第
十

一巻

(第
三
號

=
　=
ρ∀
.
四
二
〇

前
掲

表

ご
同

じ
音

各
五

ケ
.年
間

の
雫

均

は
次

の
如
.ぐ
で

あ
る
。

.

「
第

一「
.
、賜

第

二
.期

第

三

期

・

鯵

四
"翻
.

・

.第

五
.期

第

六

期
.

　

お

お

　

お

　

、
.数

、

量

塁

・
異

三

六
四
・
曇

「
へ
杏

、書

画
・
δ
(
、美

一
・杢

更

災
.

「
・呂
突

・言

指
.

鍛

、
.

、

δ
0
.

、

言
凪

'
　
.

、

葦
四

、

、廿
署
.
.

昊
哨
.

「西
四

.

是

に

よ

サ

て

観

れ

ば

、

内

地

消

費

の

矯

め
純

粋

に
外

居

よ

け

輸

入

し

て

補

充

す

る

額

は
.、

最

近

に

曝

首

四

十

萬

、

石
位
で
あ
っ
て
、
.欝

議

四
二
茜

爆

・
當
轟

で
・
・
。
〔噸

舗

鞍

謙

號

簾

鰐
嘲
輪
編

騨

暢

〕

・

'
.
.

/

.

・

ρ
.

・

、

・
.

.

.

.

.

℃

・
か
く
の
如
(
今
月
に
於

い
て
は
我
人
口
に
封
ず

る
米
の
供
給
は
、
朝
鮮
米
、
壷
灘
米
の
移
入
を
見
込
ひ
も
街
不
.

足
の
.状
態
で
あ

っ
て
外
囲
よ
b
の
供
給
を
仰
が
ね
ば
内
地

の
人
口
を
養

ふ
こ
ε
が
出
来
な

い
の
で
あ
る
。
然
ら
ば

.

將
來
更

に
人
口
の
壇
加
す
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
不
足
額

の
直
領

に
上

る
は
明
か
で
あ
る
。
蓋
し
、
我
内
地
産
米
が

.

現
在

の
生
産
額
を
維
持

し
つ
、
あ
る
は
、

一
方
に
於

い
て
そ
の
耕
作
法
に
盆

-
葉
組
的
方
法
を
ε
る
`
共
に
、
他

出
p
「四
ゴ

亀

〇
二
一…£

職
名

9

方
に
於

い
て
は
、
.生
産
條
件
の
劣
等
地
に
向

ひ
次
第
に
そ
の
・「
耕

境
」
を
振
張
し
π
る
に
よ
る
め
で
あ

っ
て
、

の

現
在
に
於

い
て
も
、、
己

に
我
π
日
本
人
は
国
民
纒
濟
全
髄
の
上
よ
り
言

へ
ば
、
不
當
に
多
く
の
資
本

ε
勢
力
ざ
を

米
作

の
嚼
め
に
投
じ
、
甚
だ
人
な
る
生
産
費
に
よ
b
て
之
を
生
産
し
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。

ざ
れ
ば
蒼
し
も
日
本

人
が
内
地
米
に
謝

し
て
執
着
す

る
所
な
く
、
廣
ぐ
外
國
産
米

に
も
嗜
好
を
有
ち
得
る
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
現
在

,

米
作
の
爲
め
に
投
ぜ
ら
れ

つ
.、
あ
る
資
本
ピ
勢
力

ε
は
空
之
に
捜
せ
ら
れ
す
し
て
他
の
」
一層
有
用
な
る
方
面
に
投

せ
ら
れ
た
る

べ
く
、其
代
b
に
外
囲
産
米

の
輸
入
が
激
増
し
て
居

っ
た
に
相
違
な

い
。
.か

＼
ゐ
事
情
で
あ
る
.か
ら
、

!

■



!

我
人
ぼ
が
將
來
盆

二
君
加
す
る
に
從
び
、

一
方
に
於
い
て
吐
愈

-
不
払
な
も
條
件
の
下
に
丙
地
産
米

の
生
産
が
行

ぼ
る
、
傾
向
は
確

に
あ

る
の
で
あ
る
が
」
.併

し
そ
れ
に
七
て
も
晶
.米
の
生
産
高
は
、・
資
本

ε
勢
力
ε
を
投
ず

る
割

合
に
は
増
加
す
る
も
の
で
な

い
か
ら
(敢
穫
逡
減
の
法
則
)
、
將
來
の
内
地
産
米
は
到
底
人
口
の
増
加
ξ
蛋
調
を
同

じ

く
す
る
.こ
ぜ
能
は
ざ
る
は
明
か
で
あ
る
。
散

に
、
如
何
に
我
々
の
日
本
米

に
謝
す
る
執
着
が
強
烈
な
b
ε
す

る

も
、
他
方
に
於

い
て
は
外
國
よ
り
年

々
互
頼
め
米

の
輸
入
を
仰
が
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
る
、で
あ
ら
う
刃

.

我
国
は
右
述
ぶ
有
が
如
く
、
國
民

の
孟
夏
食
料
品
た
る
米
に
於

い
て
已
に
、
極
力
自
給

の
方
法
を
講
じ
つ
Σ
あ

る
に
拘
ば
ら
す
.
海
外
國
産
米

の
輸
入
に
仰
ぐ
所
、
將
來
盆

エ
大
な
る

べ
き
傾
向

に
あ
る
。
然

る
に
更
に
観
黙
を

賛

議

長

の
生
活
に
必
要
馨

主
要
被
服
に
就
い
て
之
を
見
る
に
、
之
は
殆
『・ぞ

外
國
に
依
頼
し
て
居
る

の
状
態
で
あ
る
ゆ
尤
も
主
要
被
服
π
る
綿
布
の
内
地
生
産
は
非
常
の
亘
額
に
上
り
、
.我
が
…対
外
輸
出
品
`
し
て
も
、

甚
だ
重
要
の
地
位
を
占

め
て
居

る
の
で
あ
る
が
晶
.其
原
料
だ
る
棉
花
に
至

っ
て
は
、「
総
て
北
米
、
印
度
、
埃
及
よ

b
輸
入
さ
乃
の
で
あ

っ
て
(
日
本
産

の
棉
花
は
そ
の
産
額
も
甚
だ
僅
少
な
み
の
み
な
ら
す
、
そ
れ
は
今
日
の
紡
績

.

機
械
の
取
扱

ひ
に
適

せ
す
(
到
底
國
民
の
需
用
を
充
す

に
適
し
な

い
⑩
其
外
、
今
日
我
が
国
民
の
普
通
被
服

ざ
な

れ
.る
羅
紗
、
.リ
ン
ネ
・〃
等
の
原
料
だ
る
羊
毛
内
腕
等
も
、
外
囲
よ
力
輸
入
す

る
に
め
ら
ざ
れ
ゆ
、
到
底
国
民
に
供

給
す

る
こ
ぜ
を
得
な

い
も
の
で
あ
る
。
只
噛
絹
織
物
に
φ
ゆ
て
は
、
そ
の
生
産
は
内
地
需
用
に
超
過
々
、
我
が
主

要
輸
出
品
た
る
地
位
を
占

め
て
居
る
も
の
で
あ
る
が
、
絹
織
物
は
國
民
的
日
常
被
服
だ
る
も
の
で
な

い
こ
ざ
は
言

ふ
迄
も
な
い
。

時
事
問
題

.
義
が
最
高
纒
濟
政
策
ε
海
運
政
策

第
+
一
巻

(第
三
號

=
一七
)

四
一・=

.



,

ミ

「

-

時

事

間
.題

.
、
・

我
が
最
高
纒
濟
政
策
と
海
運
政
策

欝
干
.
.[
.巻
r
(錦
三
號
二

二
八
》.
.
四
二
二

三

我
が
.人
口
問
題
の

「解
決
策
と
最
高
纏
傍
政
策

石
蚤

ぶ
る
が
聖

、
我

国
撃

方
に
於
芝

人
口
甚

だ
稠
密
で
あ
.つ
て
、
を
の
譜

奉

藁

葺
だ
大
3
"。
`
.

共
に
、
一地
方

に
於

い
.て
は
国
民
め
主
要
食
料
品
に
る
米
は
將
來
内
地

の
.生
産
を
獄
て
到
底
.國
銭
の
需
用
を
充
す
に

足
む
す
、
大
に
外
國
の
生
産

に
依
頼

せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
信
…呪

起
あ
.り
、
士
山要
被
服
の
原
料
は
現

「在
已
ヒ
そ
の
殆

.

ざ
傘
部
を
卵
國
よ
あ

供
給
に
仰
ぎ

つ
あ

る
の
有
様

で
あ
る
コ、
其
他
の
天
然
資
源

に
就

い
て
見
る
も
、
銅
、「.
石

炭
.
絹
等
を
除

い
「て
は
何
れ
も
皆
甚
だ
窮
乏
の
状
態
に
在
る
。
・我
国
に
於
け
る
人
口
の
国
民
経
済
.に
加
ふ
る
墜
迫
.

は
総
f
是
よ
b
來

ひ
の
で
あ
お
。
.さ
れ
ば
、
現
に
我
が
国
民
経
済

に
射
し
て
日
々
墜
迫
を
加

へ
つ
、
め
る
-極
の
入

旺
に
射
し
て
、
如
何

に
し
て
替

玉
自
活
の
道
を
得
し
む

べ
・き
か
◎
、
.之

に
射
し
て
は
人
口
の
制
限
」
凾
外

へ
の
移
住
、

領
土
の
罐

、
分
配
組
織
の
豊

、
産

立
國
簑

昏

乱
.そ
の
解
姿

毛

て
考

へ
態

・
、
も
の
で
あ
る
。、
.

人
q
の
増
加
が
国
民
繊
濟

に
加
ふ
.る
歴
追
を
緩
和
す
る
最
も
直
接

の
方
法
は
人
口
の
制
限
で
あ
る
。
'入

口
制
限

の
方
響

し
て
は
∵
結
婚
の
獅
制
ピ
避
笹
.
が
め
転

併
し
な
.が
ら

「
歪

常
な
る
幡
嵌

の
満
足
を
伴
尊

し
て

結
婚
を
抑
制
す
る
」
層、」
ε
は
」　
般
の
民
衆

に
野
し
て
之
セ
望
な

こ
ε
が
出
来
な

い
。
貴
際
的
政
策
ご
し
て
人
口
制

限
を
行
ば
ん
ε
せ
ば
避
妊
の
方
法
に
よ
な
の
郷
ば
な
.い
¶
佛
蘭

西
の
如
ぎ
は
已

に
こ
の
避
妊
が
行
は
れ
b
.、
あ
レ

て
・
多
少
滑
ぎ
た

み
の
傾
き
あ
り
、
国
防
的
見
地
よ
り
人
日
増
加
の
乏
し
き
こ
ε
が
ツ
却

っ
て
憂

ふ
尽
ぎ
状
態
を

昭
か
ん
已

て
居
る
位
で
あ
る
。
佛
蘭
西
の
和
ぐ
毒

基

を
な
す
も
の
場

喧
蕊

,
.強
大
な
毒

草
を
饗



ε
す
み
が
散
に
、
.人
口
の
減
退
に
ρ
舞

梱
防
止
φ
歓
階
を
飛
ず
恐
が
あ

」殖
や
併

し
我
国
は
島
國
で
φ
補
か
癒

叩

交
4
通
軌
φ

冒

迎

、雲

ふ
意
味
に
於

い
て
ば
、
魅

ず
し
も
嬰

な
篭
陸
軍
を
要
撃

優
秀
な
ぢ
海
軍
の
存
す

る
を
以
で
足
眺
、
こ
れ
に
は
多
少
人
臥
増
加
率
の
減
退
あ
る
も
憂
ふ
ぺ
ざ
擬
態
ず
は
な
ら
な
…い
汐
殊
に
潜
水
艦
が
細

.

窪

す
れ
藩

夏
の
・、
菟

あ
る
。・故
に
合

増
墾

の
減
退
儲
必
す
し
も
国
防
土
憂
ふ

ぺ
ざ
籍

で
賎
な
鴇

.

併
レ
我
屠
に
於
い
て
咲
.
高
股
民
衆
が
未
だ
知
識
角
に
+
公
開
残
せ
も
μ
て
、居
硬
い
が
翁
み
覧

避

妊
の
必
要
を
.
.

宣
攣

嘘
も
だ
喜

級
壌

實
行
ぜ
ら
れ
難
も

て
、
.優
種
の
多
誌
知
識
階
警

行
ぼ
れ
易
隻
箕

結
果
.
人

日
制
限
の
上
ぽ

太
レ
π
効
果
ぞ

、
却
.つ
露

語

優
長
を
禦

み
危
険
誓

発

憤畝
聖

庇
護

奏

し
て
.

薦

垂

窯
纂

雫

は
な
い
突

維

他
旦
艘
民
萎

委

却
欝

礁
塁

苫

鷲

轟

は
兎
鼠

轄
∴

今
月
に
於
炉
て
は
人
骨
周
題
を
解
決
す

る
方
法
ε
b
て
未
・だ
犬
に

岩
に
信
頼
す
る
り接
ζ
が
由
來

な
い
ゆ

「、
.∵「
読
響

・
.
.
人
且
制
限
に
次
・い
.で
考

へ
得
べ
き
解
決
方
法
は
園
外
㌧へ
め

移
.住
で
あ
.蚤
ゆ
、海

外

へ
.我
が
飴
刺
入
回
を
移
住
せ
し
・

め
得
る
な
ち
ぱ
噛・瑠

膿
於
け
.る
八
口
の
歴
迫
蛙
攣

る
澤
聴
あ
る
。然
る
に
誉
日
我
が
国
民
の
移
住
℃
得
乱
篭

い

は
、我

置

周
を
眺
字

句
庭
に
も
な

い
。臣盒

璽

・
.袈

陀
や
濠
槻
は
天
然
的
條
警

於
甜
て
縫

が
逃
口
の
=

移
住
地
と
一レ
て
鑛
蕾

な
蔭
地
芳

香

の
る
が
譜
そ
弱
臓
既
膿
人
翁
的

に
閉
鎖
せ
ら
れ
て
居
る
∫
尋
外部
本
土
駒
満
洲
や
跳

蒙
古
や
西
伯
.利
な
ざ
は

、『
入
寂
的
忙
.は
閉
鋳
せ
ら
.脚
て
居
な
い
が
∵
.、天
然
葡
僚
件
欠
は
輕
濟
的
・僚
件

に
於

い
Wて
我

が
人
μ
の
移
絆
}に
櫓
}」
て
居
皿な
幽い
汐
南
米
は
我
が
移
一任
地
葺
門渇
望
僅

に
騰
㍗る
地
労
で
}あ
　漁
が
へ
㍗霧
も
加遽
か
ち
す
・《
一

爲
射
碍
開
頭
せ
コら
れ
ん
　す
す

る
の
傾
向

に
あ
る
。
敷
に
我
が
人
口
の
海
外
移
住

ε
云
ふ
こ
ピ
は
、
今
田
に
於
い
て

鮭
覇

興
.

.嚢
が
基
面
馨

}贅

鴛

ぬ蓬
.饗

卸

「

第
主

.沸

(憩

一餌

差

拠
γ

碧

潭

」」
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賦
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可
能

り
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柄
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あ
る
p
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一∴
.專
∵

智

、
御
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∴
彗

∵
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・急

～
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訴∵
誓
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∵
・姫
國
の
領
土

に
蜘
τ

・て
日
本

入
を
稔
性

せ
b

歎

聡
ご
建

困
難

で
あ
、る
奪

鷺
ぱ

の
寧

ろ
邦
人
の
移

住

に
適

す
る
土.

{地
.を
枢
略

レ
で

?
之
を

日
本
版
圏

内

に
…揖

斎
.
・、此
露

狐
多
数
.の
邦
人
.を
植
民
ず
疹
.高

接
.溺
固
よ
ザ
盈

錦

で
あ

る
岬

・

嵌
洲
先
進
騒

嘗
て
皆
か
で
の
如
達

し
で
蓋
果

響

獲
.褐
U
だ
.
.、併
じ
な
が
ら
含

黒
馨

潅

聡
慧

既

rに
.憂

し
て
居
.る
、塩
.即義

が
國
.人
の
移
住
.媒
導

・
.
至
.
地
ば
、鷲

爽
朝
霞

の
擦
圃
毒

づ
て
居
拓
が
.散
銭

含

之
　を
我
騒

叢

雲

象

罷

需

駕

・馨

勢

を
以
壱

で
或
は
誓

叢

U
讐

努

義

霞

人
の
種

鑑

甚

る
め
地
方
で
ゐ
駕
.
叉
紫

電

召

讐

之
を
叢

ず
る
緑

酒
灘

妄

壇
隅

挙

を
惹
ぎ
起
ず
.べ
.ざ
事
偲

瞭
あ
働
で
鳳,4我
が
國
蓮
を
賭
す
る
・に
め
「賓
.ざ
赫
、ぱ
擦
到
底
之
を
奪
取
す
.る
ご

ピ
が
出
家
な

強

電

に
寓
讐
舞

じ
薯

を
叢

し
得
喜

雨
葱

齢農

位
旨

馨

ぢ
、雀

羅
存
尊

者
以
等

そ
、の
馨

宙
晟
掌

る
の
鴇

殆
薫

蟻

ざ
隆

罐

虫
、慧

井
口
霧

住
麗

筆
解
決
し
得
替

の
霞

蔵

回
.隆

蔵
藤
億
.
假
ひ
奏

・募

移
.搭

蓬
ぜ
ざ
塞

地
で
φ
つ
で
繋

豪

猛
懲

讃
し
裾
で
繋

蔵
讐

な
ず
感

喜
.得
嚥
.此
多

主
業
原
襲

職
夢
ぎ

を
露

我
一が
鵡
馨

の
翌
.
を
保
ち
つ
・工
業
め
隆
盛
釜

碁

ぶ

鉱
臓
謄
馨
.從
一?
で
叉
多
数
・㊨
国
民
に
職
、業
を
磁
mべ
瀞
急
の
生
活
難
皿葱
緩
和
す
.る
.闘
ざ
、」、
な
b
、
載
意
味
に
於
寧
nて
我
が

人
q
問
題
の
解
.決
を
耕
し
得
る
醤
で

麟
な
"

か
う
ε
贈

黙
軌
、
若
じ
も
我
国
が
工
、業
原
料
の
豊
富
な
.る
土
地
を
圃
.函

・際
上
の
難
問
題
を
惹
き
起
す
こ
芒
な
.ぐ
淋
.ス
眞
に
国
運
を
賭
す
ち
に
.及
ば
ず
し
て
獲
得
占
領
し
得
参
な
も
ば
尊
・乏

む
変

策
で
あ
ゑ
.
併
.滋
萎

幽
、
誉

誠
國
が
如
何
讐

勢

蓬

得
嘉

せ
ん
蕩

ゑ

・、無
そ
は
到
醤

際

,



鵡
の
艷
聞
謄
を
惹
.}
超
ざ
す
じ
で
鴬
七
繰
谷
事
柄
で

賦
な
ポ
描
.
.
殊
に
之
が
翁
め
に
必
然
に
誘
甕
ず

を
器
艶
事

鷹

、轟
「

天
、盤
震
源
.の
乏
し
.ぎ
,殺
鼠
に
ご
ゲ

て
ば
文
字
、通
ゲ
、し
虜
連
名
購
ず
6
の
仕
事
で
・み
ざ
.い
嘉
印
し
で

之
に
軸成
功
,す
ジを
の
・

望
賦
茜
だ
少
、い
。
,殊
に
か
あ

加
熱
危
険
象

政
策
を
霊

・.
、張
い
ズ
世
界
の
大
勢
に
反
抗
懸
樋
ご
蘇

我

鳳
民
,

が
嵐
馴蟻

覚
醒
じ
て
3
李
和
附
主
義
に
よ
瓠
套
曝
正
大
の
ガ
法
を
以
て
ぜ
ば
、
、後
に
述
部

底
.炉
姐
¢
、
、我
が
ズ
拘吼
問
い

題
勧
解
決
し
得

る
の
肇
、
未
艦

無
"
な
い
の

で
ば
な

い
か
ら
鴬
今
日
の
場
合
侵
略
・主
義

は
決
し
で
之
を
探
ざ

ぺ
晶
さ
・

惹
は
な
誤
。
.潔
.貞
.
.
.
∴
.
一
・
県
∵
π
.5
一レ
7
.
・㌧
だ
.

.

、
.
.

入

庫
の
制
限
も
未
だ
今
日
之
を
探
耳
ず
谷
に
適
せ
ず

、
、海

外
べ
の
後
生
ば
不
可
能
で
み
ゲ
衝
、虜

略
圭
-義
固
ポ
脈

之
を
探
る
ぺ
が
射
す
ざ
す
れ

ば
憎
、識

が
入
口
増

加
の
財
黄
経
濟
に
卸
ふ
ざ
歴
迫
ば
圃
何

れ
に
む
ザ
て
之
を
梅
和
す

}

べ
き
が
o
・
國
民
終
講
が
受
や
哉
歴
迫
は
出
・他
方
よ
か
盲
ぺ
ぱ
.国
民
各
自
が
生
活
上
に
愛
し
ざ
■歴
追
で
φ
な
回
ω風
恥

.

各
百

が
、生
活

上
帳
受
気
樹
塵
追
は
・鷺
ぞ
-⑳
各
…貯
の
所
得
を
増
加
す
る
ご
重
篤
巨凝
り
で
緩
和
ず
.る
.こ
.ご
桜
、鱈
堕
ぺ
.も
鳳
.、

國
晟
麗
濟

が
蚕
鵬

◎
し
で
受

仁
み
厘
迫
ぱ
・
.女

鼠

民
所
得
を
杢
睡

ε
レ
で
.増
.加
ず

る
こ
ご
に
,需
ゆ
て
岩
蟹
緩
、和
ず

働

曽

.填
壁

雌
ゑ

,哉
に
識
.病気

応
増
加
が
國
茂
脛
濟
に
無
蓋
る
墜
追
奪
窪
、秘
ず
置
の
方
策
は
詳
國
昆
各
唐

嚥

得
を
増
加
す
お
恩
典

に
圓
践
勝
得
を

登
艦
と
し
で

増
加
す
.る
所
の
琶
.の
を
、求
め
猿
け
耗
ぱ
な
齢
虹
。
ゲ葱
に
於

驚

て
漕
分
配
搬
態
の
.改
頁
ご
産
業
め
開
.獲

孟
が
∴
我

が
経
濟
戯
、策
ξ
.し
て
必
要
な
.な
.事
柄
竃
狸
、る
ぶ
、
.、

、み「∵
ド
、
、門閥
貯
マ
.

h」脛
濟
上
の
努
・配
状
態
を
改

曜
孕
所
得
⑳
衡
平
魯
實
脱
す
、る
ご
蛍
を
.得
ば
趣

人
ぼ
の
増
加
が
既
民
　の
.犬
韻
弼
を
占
「

馨

中
流
及
ぴ
.下
居
階
級
拙
及
ば
ず
生
活
よ
の
謄
沮
ぱ
.
日光
に
之
を
緩
和
望
」な
ご
ど
が
戯
來
蚕
凄
.・。蓋
し
心
-身
骨
の

経
済
組
織
の
下
に
於
帆
℃
薗
馬
坐
浴
澱
の
璽
躬
ぼ
争
.鼠
硬
既
得
の
大
都
発
が
騰
血
流
階
級
時
左
む
歩
数
の
資
本
壌
暫

時
観
閲
思
擁

我
滴
最
寄
巡
溝
跡
鱗
亡
灘
運
政
策
∴

第
+
一
巻
旨
(第
卦
蕊
訟

三
=

四
㎝.一五
n
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陣時
事
隠

題

・
醗
霊
智
耽
謝
縄
濟
}政
策
適
海

運
政
策

r

・
.第
十

↓
巻
.
.∵
(第
三
號

二
.三
二
)

旨、四
二
六

↑
.
に
富

せ
昏
鄭

、珪
欝

小
部
分
が
巾
菱

伏
下
層
韓

臆
在
る
籍

的
癬

的
鬱

蒼

蠢
愚

、象

。蒼

事

μ實
「に
基
臥
所
少
ぐ
鶴
ヴい
⑳
で
あ
み
か
ら
.
・資
本
階
級
の
所
得
を
減
じ
・て
勢
働
階
級
の
虻
朋
得
を
増
加
ず

る
委
翫
ぽ
智

.

規

に
劣
等
な
を
生
活
熟
態
に
在
る
多
数
国
民
莫

に
む
の
生
活
が
樂
に
な
る
馨

あ
襯
が
戟
で
む
畜
"
偉

じ
な
が

ら
、
、孫

配
懲

の
改
薯

露
西
畢

^
.薬

痢
聖
、
認

容

衆
國
や
.
裳

他
此
等
の
哉

の
聖

、
人
・
に
比
し

㍉
で
園

生
贋
大
鳴
、且
・つ
天
然
資
源
の
豊
富
な
る
所
に
あ
ザ
.て
は
疏
乏

の
み
に
痴
サ
て
も
涛
來
随
分
永
ぐ
国
民
生
活
の

.

安
固
を
保
障
す
る
に
足
れ
ぎ
も
序我
炉
E
本
の
如
℃
、
土
地
狭
小
臆
し
て
天
然
資
源
乏
し
郵
?
其
↓
既
～笈

呼
の
極

.

旨夢
で
稠
密

な
　る
バ所

に
於

い
pて
は
、
入
口
の
増
殖
寧
　が
計今
口
の
趨
勢
を
持
し
で
止
ま
ら
.ざ
る
限
り
、
ロ
つ
當
秀
の
織

布

一
策
セ
る

に
止
ま
レ
.」、間
も
な

く
人
口
め
増
加
す
る

ε
興
に
、
.萱

に
再
び
脛
濟
生
活
の
.墜
迫
を
來
す

ば
瞳
あ
て
明
か

.

で
あ
お
。
ρ敢
ド
分
配
瓶
態

の
改
一艮
ε
云
ふ
櫛↑詣
ε
は
隔
」固

よ
♪
必
要
な
.る
事
柄
舟
君

に
相
違
な
ぎ
、も
、
.
.
我
国
の
姐
ぎ

・に
あ
サ
て
は
之

の
み
を
以
℃
は
大
鷹
の
増
加
が
薗
民
脛
濟
　に
加
ふ
ぎ

歴
疸
替
緩
和
す

を
⑳
方
策
ざ
.じ
で
ご
醗
騨
重

大
な
姦

黒
む
互
藷

な
る
・・ξ

欝

病
な
婆

あ
ら
ケ
馴
故
義

腎

於
轄
淫

国
民
所
得
蟹
至
盟
書

で
、増

加
す
お
方
策
を
ε
る
こ
ピ
が
最
も
必
要
で
「あ
る
。
.
6

∵
涼
風
民
所
得
を
全
腔
ε
し
で
増
加
す
.る
ζ
ご
は
産
業
の
開
獲
進
隼
に
よ
b
で
齎
ず
・の
郷
な
ぎ
む
め
を
み
な
α
嬢
る

い
に
我
国
の
如
劇
天
然
資
源
乏
し
し
.
.土
地
狭

小
な
る
所
に
で

嘆

農
業
や
原
始
座
薬
を
嚢

塗
せ
し
賦
剤
の
臨
地

癖
少
い
の
で
あ
な
が
む
・
.之
に
よ
ゲ
で
賦
國
星
羅

を
増
加
す
る
ご
嘉

出
饗

黛

殊

に
我
厨
の
濃
漿
難

㌧其
鎌
麗
が
生
産
上
茜
だ
不
利
益
掛
る
土
地
に
迄
横
張
轡
ぢ
れ
居
ヴ
画
且
う
ざ

の
耕
伶
怯
ぎ
葺
だ
～集
約
詩
匿
頓
委
で
.

居
る
の
で
み
嘉

象

島

上
欝

を
振
ザ
,あ

上
集
約
法
雲

る
・ぎ
厳
.
縫
醜
影

奮

て
塵
霧

⑳
壇
加
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を

齋
す

・、
ご
を
得
.}

る
も
.
そ
は
國
壕

の
資
本
虐
勢
力
ぜ
.を
盆
駅
不
利
益
な
浴
僚
伴
に
向

ひ
つ
刃
あ

畜
産
業
ド

投
ず
み
こ
ご
》
な
か
」
.
.
他
の
酒
圃
民
純
濟
の
獲
達
上
更
に
必
要
な
る
産
業
よ
制
(
.」そ
れ
.趨
σ
め
資
本
ご
勢
力
ζ
を

、奪
ふ
結
果
を
來
も
肉
、国
民
纒
濟
の
獲
展
を
齎
す
よ
ザ
ば
寧
ろ
そ
の
邊
嬰
を
招
や
曖
が
あ
る
ρ
㌔故
に
我
国
に
於
い
て

は
圃
農
業
や
庶
妊
産
漿
以
外
亡
於
鷲
で
国
民
的
産
業
の
掻
張
穫
達
を
計
ぢ
な
げ
れ
ば
な
ぢ
職
q
・而
・し
で
を
ば
主
こ

し
で
‡
叢
に
聡
い
そ

之
を
求
む
ぢ
の
外
ば
な
窒

齢

夏

藩

の
工
業
を
獲
達
せ
じ
な
る
ご
喝
に
よ
軌
猿
.
鼠
斑
に

繋

黄

へ
そ
の
新
葉

暑

書

書

協

濡

乃
ぷ

を

工
董

品
を
廣
径

界
換

給
し
、
之
が
譲

ε
し
て
国
民
の
需
用
品
を
諸
外
国
よ
り
輸
入
す

る
こ
ε
を
得

る
ε
き
は
、
以
て
国
民
の
物
質
的
生
活
の
内
容
を
豊

一富
¢
射
し
む
を
鰐
&
を
得
る
8
共

に
、
ズ

以
で
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盆
謄

露

家

勢
を
、
聡

叡
財
曇

爺
意

儂
戯
し
で
衛
ぱ
警

こ
紹
植傷
側
た
瓜
暫

毒
艮
の
執
懸
嵐

い
で
儀
.麟
戚
感
恥
執
再
臨
菊

「
米

恥

颯

鰍

脈

傷

丸

爆

連

隊

惣

な

諜

で

み

嬢
。
、・
3

,

「
.(.捻
獄
覧
.
、
　涯

説

一
.
.
以
・
・
、
　
.唾
..
慌

・

・　巴
.、
.脳
区
.
盟

崇
み
∵

嵐

汁

傭
躰
剛
慰
.

蹴
澱
最
融
警

策
也
撤
懸
政
策

蜘
虫

篭

{笹

「蹴

】島
豊
.
理

尊



離
離
曝
思
.
.
掛
が
駐
融
鎌

旗
挙
海
里
政
蜘

鍛
+
」幕

(躯
　擁

一
三
き

殴

昌
二

∵弄
看
に
墾

む
が
如
"
秘
厨
ば
今
日
ば
兎
も
角
も
世
界
第
三
位
の
海
運
國
で
は
め
る
が
、
併
し
第

}
位
の
英
吉
利

璽

位
鰺

蓉

衆
堅

護

需

ば
.
寅

慶

警

霧

力
で
蓼

。
証

言

・
芯

登
攣

勘

馨

墓

分
顧
一敗
の
な

に
就
扉
亡
云
ふ
む
、
・我
国
ば
英
商
利
分

八
弥
⑳
』
弱
・
・合
果
断

の
・六
分
の
÷
た
'を
に
過
ざ
な

い
。
凸實

鋳
か
に
唇

で
罪

警

・
柑
導

誓

.殊
曇

吉
勢

梅
醤

響

表

し
菖

亘
・
歴
史
藩

黌

有
曳

隻

募

鑑

は
奮

鱗
介
も
の
で
ば
あ
む
酵

「4
同
製

登

れ
冬

芽
灘
.潜

編

ビ
鋤

で
。薬

箋

厚

が
廉
護
啓
蒙

恕
ご
ざ
郵
准
ケ
海
@
で
か
る
か
む
第
殺
鼠
の
海
{母
が
將
來
九
ぼ
獲
淫
{ぜ
ん
ε
事
を
に
就
"
で
は
亀

謬

罫

明
馨

醗
蓼

要
キ
無

で
㌘

。
.面
し
馨

れ
綬

沓

嘗

て
は
℃・僚
義

が
工
業
姦

達
せ
し

凌
辱
我
が
貿
易
を
隆
罐
秘
ら
し
び
む
に
要
す

准
政
策
き
合
致
す
胤
所
の
も
の
で
み
る
9
・
.
罰
.
.
∵
∴
最
β
.
.ン
一一概
一
.
.

賑
㌶

扇

頭

年

毎

膏
軽
蔑

策
牽

聖

義
巨
.
沼

∵
、淋、コ

「
ξ
.

一

顧
御
爨

肇

謬

策
を
}謬

.、纂

尤
岳

萎

馨

ぜ
鼠

、蜜

身
を
隆
餐

ら
し
び
る
に
は
、主

業
縦

組

を
贋
償
世
界
の
餌
給
に
仰
ぎ
f

業
製
品
の
販
路
を
又
廣
ぐ
海
外
路
國
に
求
め
な
け
れ
ば
な
畠

み
で
・φ
つ
風

面
転
奮
原
料
が
購
路
戯
夢
魔
↑
淋
外
に
求
劇
得
ε
ご
ざ
は
、
.我
鼠
の
諸
外
股
に
謝
事
惹
懸
度
の
如
何
に
劇
胱
で
・†

発
呼
鰍
な
墾

ぎ

で
あ
ざ
を

秘
ば
前
に
述
ぜ
だ
ゆ
我
が
貿
易
ε
-
業
ご
を
獲
癒
せ
し
む
を
に
就
"
で
必
要
妹
く

.

尋
が
嚇
怒
韻
脚
の
海
運
蟹

英
米
の
大
海
響

階
の
あ
る
が
中
に
掩
い
で
獲
達
意
し
め
得
る
こ
&
も
、雰

.

.我
國
の

・騨

費

総

社
靉

靆

億

ガ

で
表

町
讐

馨

患

肉

感

我
騒

欝

奪
至
噌
意

繕
済



止
の
諸
政
策
鰹
就
}や
て
め
み
暑
ふ
の
で
曝
な
炉
。
、外
交

上
、
.・政
治
上
、
経
肝
玉
、
そ
の
他
殺
國
の
諸
外
國

に
封
ず

・

る
総

て
の
態
度
に
就

い
.で
.云
ふ
の
で
あ
み
如
、
.邸
ち
外
交
上
政
治
上
に
於
い
で
は
卒
和
主
義
を
ざ
ゲ
で
、公
明
正
大
な
「

教
態
度
を
持
レ
馬
経
済
上
産
業
上
の
方
針
ε
し
て
は
門
戸
開
放
、
機
會
均
警
の
主
義
を
ε
る
.こ
ざ
に
外
な
ら
な
,い
b
.

若
警

我
国
が
、㎏我
接
壌
に
地
に
し
て
且
つ
踏
外
國
の
経
済
的
利
害
を
威
す
る
こ
・ξ
深
江
地
方
に
難
し
.
侵
際
的

異
圖
を
包
藏
す
蕎
が
和
ぐ
誤
解
ぜ
む
れ
馬
芳

し
弘
は
我
勢
力
の
及
ぶ
こ
歩
路
外
國
よ
か
大
な
お
地
方

に
於

い
て
、
一.

門
戸
期
鎮
主
義
を
&
軌
て
、
彼
等
の
経

済
蔚
利
益
を
害
す
都
度

め
6
態
度
を
ご
む
ん
か
、諸
鐙
國
は
我
国
を
以
て
彼

等
の
経
済
的
利
謹
む
不
當
に
侵
害
せ
ん
ε
す
る
、も
の
こ
、な
し
.、、
我
國
が
経
済
上
に
腰
展
t

る
こ
ε
は
彼
等
の
痙
濟
.

的
存
立
に
甚
だ
危
険
な
駄
ご
看
甑
t

で
み
む
ヶ
,
・從
つ
で
我
國
を
塵
遣
す

る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
一彼
等

の
纏
濟
的
殿
.

展
の
、上
に
甚

だ
し

ぎ
妨
害
を
受

右
な
も
の
ε
思
ひ
、
我
工
業
や
貿
易
壁
海
運
や
其
他
緬
で
我
国
の
紹
濟
上
の
曇
展
・

"
黝
し
事
毎
に
妨
害
を
観
す

"
至
る
腱
が
あ
る
。
、或

ぽ
彼
等
は
か
ぐ
旗
極
的
塵
迫
手
段

乞
ε
紅
に
至
射
す
、賛
す
な

も
う我
誠
f

業
原
料
の
供
給

、我
が
工
業
製
品
の
輸
入
や我
が
卵
舶
の
待
遇

に
就

ぎ
馬
好
意
的
態
度
を
以
で
我
鼠
を
遇

せ
ざ
を
に
至
乱
穐
む
ち
到
。
ふ
世
界
の
諸
張
國
が
皆
か
ぐ
の
如

ざ
態
度

に
出
ブ
.都
な
む
ば

、
舖脳
が
商
工
業
も
必栂
蓬
業

愚
何

に
誠
財
で
楽
風
す

る
の
望
み
が
あ
右
か
q
、杏
・産
.世

罪
の
諸
張
薗
の
態

度
に
よ
る
計
レ
で
は
だ
感
傷
、離

國
立
蔀

の
我
国
に
摯
.
冬

日
の
態
度
を
見
て
も
、ぞ
磐

日
課
解
髪

っ
て
姐
何
義

野
壷

易
の
畿
暴

阻
止
替

れ

つ

諏
あ

剰
か
に
稽

興
れ
ば

、、
.一我
が
…封
外

駒
態
度

の
.如

何
が
我

国

の
垣

業

ε
貿
易

忌
に

甚
大

な

る
關

係
あ

惹
も

の

な

る
は
蘭
}か
昌な
』る
所

で
み
ち
ね
.ば
な
一ら
、阻
。・
.、・

、
.「
.
.
.一

∴

、、
.読

・

.

塒
藩

輝

我
叢

億
繕

政
讐

盤

該
舜

錆
土

巻
.
遍

甲擁

三

九
)
.
四
三
三
　



`
・塒
事
欄
題

{我
が
最
高
輝
輝
政
策
誠
海
運
倣
策

.第
十
…一巻

冷第
三
號

却
四
〇
)

」四
三
四

㌧
支

那
臓

我
國

博
は
.一
衣
.帯
水

の
地

に

あ
り
て
、
全
面

積

は
隊
羅

巴
大
陸

よ
り
も

荷
大
.き
く
、
入

口
は
四
徳
を
算

し

e
而
も

豊
富
な
ぐみ
天
.然
資
源
診

.藏
じ

で
居

与
な

が
匿

我
.國
ε
ぱ
経
済

止
め
獲

達
階
程

馬
於
い
.て

犬
な
.
る
隔
捷
ゲ

.

が
み
薮
3
若
じ
甘
支
の
閣
僚
が
親
善
な
る
歌
態
に
あ
削
で
、支
那
の
豊
風
な
る
天
然
資
楓
砂
開
爽
残
得
禽

忽
に
よ

鯵
で
我
工
業
原
料
h㊥
供
給
を
受
ぐ
る
.こ
ご
を
得
戸叉
離
が
工
業
製
品
毎
盛
ぼ
彼
に
供
給
ず
・る
4
蝦
を
得
徹
欝

礒
、
.

彼
ぼ
犬
に
そ
の
国
富
を
増
準

γ・重
.
垂

得
べ
〔し
葎
.
つ
蕊

罠

は
あ

所
得
を
増
旗
し
を
塞

活
馨
改
醤
ず
.な
.

ご
ζ
葱
得

嘱
ヂ國
家
は
財
政
の
濁
立
を
保
ち
凋
立
麟

た
る
め
基
礎
替
篭
思
に
ヤ
　る
こ
さ
.を
得
ぶ
で
み
む
デ
終
而
じ
で

我
ぱ
‡
業
ε
貿
身
泓
を
隆
盛
な
ぢ
し
ひ
お
.こ
ざ
を
径
を
で
み
ぢ
動
。、
.即
ち
支
那
富
源
の
瞬
登
ば
日
夷
蔓
方
ゆ
も
に

甚
だ
犬
な
溶
利
益
が
み
る
鐸
で
あ
る
臼
こ
の
ご
ざ
は
彼
に
も
我
に
も
華
渇
咀
か
感
分
つ
で
属
な
に
揮
臨
鉦
㍗
.
今

　訂

の
状
態
に
て
ば
盆
郵
そ
の
貴
行
が
困
難

に
な
り

っ
、
あ
む
μ
.こ
ば
掬
も
何
じ
墨
ゼ

で
然

る
か
。.二
文
醜
僧
衆
麟
を

以

で
動
慰
す
れ
ば
侵
略
駒
野
心
を
包
藏
す

る
が
如
"
に
誤
解
レ
昼
を
ご
ざ
》
、
.
.
我
態
度
が
未
だ
こ
の
誕
解
髪
飛
融

・

一ず
毅
に
足
賎
畿
る
ご

に
阿
む
♂に
外
な
多
頭
で
み
ち
到
ザ
旺然
転
ば
帥
ぢ
撮
む
の
如
「き
募
態
に
.立
ち
至
瓠
愈

左
に
就
虐

ぞ
畿

塘
誠
心
も
固
乱
離
そ
③

一
宇
の
責
任
が
あ
る
ρ
故
に
我
よ
b
先
ゴ
態
度
を
臨

め
で
、
・
ご
の
弱
国
毎

慰

め
じ
不

利
益
な
む
傾
面
を
饗
¢
速
に
改
善
し
な
け
れ
ゆ
邨
5

鬼

.遮
莫
,
.我

が
工
業
の
原

粧
を
求
頓
.べ
ぎ
慰

は
.
支
珊
の

.

外
に
借
覧
.南
洋
隔
印
度
、
.謙
洲
、
.南
北
亜
米
利
加
大
陸
等
が
み
を
α
、、我
国
の
封
外
的
態
度
宜
し

ぎ
を
得
て
、、
此
等

諸
国
亡
親
善
の
關
係
を
保
持
す
る
こ
ご
を
得
ぱ
、
、
此
等

の
地

よ
㌧
豊
富
な
る
工
業
原
料

の
供
給
を
得
ぜ
、
評
我
.工
楽

激
ぴ
貿
易
の
腰
達
を
期
す
乃
を

甚
だ
肇
み
多
き
廓
で
あ
る
め
.∴
2

デ

学
.
.

ゾ

誤

∴

w

ξ

了
.

一一



'

、
叉

之
孤燈
海
渾
…罵
於
い
て
訓言
ふ
も
礎
事
情
嚇は
砲金
丸
同

一
で
あ

る
?
海
運
な
る
も
の
は
廣

℃
世
界
各
地

に
出
謝ム
の
遣

　を
…得
て
初

φ
て
存
立
し
得
硫伊
も
の
で
あ

っ
.て
馬
.如

何
じ
そ
の
版
圖
が
廣
大
で
あ
ウ
?
如
何
に
そ
の
貿
易
が
隆
蛾
で

・

あ

斎
に
し
.で
も
鴇
.輩
.黛
自
国
の
版
圏
内
に
航
行
し
、.曳

は
自
國
貿
易
の
輸
送
に
後
事
す

る
の
み
じ
て
は
、
到

底
健

全

奉
る
壷

達
を
な
し
得

る
も
の
で
は
な

い
ρ
故
に
や
何
れ
の
國
立
錐

置
目
國
の
商
船
が
外
國
港
澱
口
囲
入
す

溶
.に

就

い
て
越

之
に
《

正
な
る
待
遇
を
求

め
尊
け
れ
ば
な
ら
実

・又
他
国
の
商
船
ε
均
等
な
る
.機
會
牌
同
様
な
ドる
條

.

件
.の
下
に
世
界
貨
物

の
韓

逡
嬉
徒
事
し
得
な
け
れ
ば
な
ら
.濾
關
係

に
あ
る
。
・然
る
起

載
る
』
國
が
自
國
商
船
に
謝

し
特
に
厚
き
保
護
黎
加
へ
.
外
國
船
の
正
賞
な
蓄
競
争
を
{

或
は
正
當
な
る
共
働
を
士

爵
し
得
ざ
労
し
む
る

が
如
き
政
策
を
ご
.る
な
ら
ば
.
彼
も
亦
自
衛
上
同
様
な
右
、
若
し
く
ば
酒
よ
げ
以
上
な

る
保
護
政
策
を
以
て
印
國

海
.運
の
獲
達
を
…助
長
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ぐ
な
る

で
あ
ぢ
う
。

さ
れ
ば
論海
蓮
に
劃
す
る
手

厚
ぎ
保
護
醸
.
.一栂
關
的

嚢

次
第

に
よ
り
強
度
な
み
保
護
歌
策
を
互
に
誘
獲
す
る
.こ
ε
・
な
り
、・
そ
め
結
果
各
海
運
國
が
遂
に
皆
排
郷
的
な

汐る
政
策
を

ξ
る
に
.至
ら
ば
ド、
各
国
ご
心
そ
の
海
運
を
健
全

に
導
く
こ
ピ

を
得
ざ
る
ぎ
、共

に
交

世
界
.の
交
蓮
貿
易
を

阻
害
す
る
結
果
を
招
ぐ

に
至
る
虞
が
あ
る
4
之
は
何
れ
の
.國
に
ぜ
っ
て
も
不
利
益
.奉
る
事
柄
た
る

は
萌

か
で
あ
港
。

.整

海
運
止
の
後
畿

〔が
鍵
ひ
蒔

は
非
常
に
手
厚
篠

護
肇

書

悪

乗
は
排
外
的
馨

保
護
政
餐

芸

.

に
し
孟
も
沸
他

の
瀦
國
が
戸
特
.艦
海
運
上

の
先
進
国
が
轡
之
を
遇
す
る
蟻
.
そ
の
保
護
政
策
を
更
に
刺
戟
膨
ゐ
標

な
政
策
時
又
は
後

進
国
の
海
運
を
困
ら
.七
め
る
様
な
報
復
的
政
策
智
箪
ち
や

も
て
"
公
正
奉
る
態
度
を
以
て
彼
を
.

し
て
相
當

に
獲
建
の
飴
地
あ
ら
し
む
る
な
ら
ば
「
そ
の
濃
厚
な
る
保
護
政
策
や
排
外
的
な
る
政
策
は
、
そ
の
國
自

「野

間
題

褻

最
高
縄
農

繁
¢
豊
澱

策

.

策
士

、倦

(錦
三
慌

西

】
)
.
四
三
甑

■



時
事
問
題

我
だ
最
高
経
済
政
策
煮
梅
運
政
策

第
†
一
巻
.
(第
三
雛

一
口
二
)

四
三
{ハ
.

ら

の
反
省

13
毒
♪
て
必
ず
.止
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
.
、̀
、
.ぺ
.β、
一
訴
、
.
.
、
昌
、、
、ゾ

、
.
.
:
.
一
㌦一
.、
、「
　
.
「、
.、

一
荷
の
如

き
次
第
で
.φ
る
か
ち
、̀
之

を
我
国
に
就

い
て
魯肖
へ
.ぱ
、
.
.
我

が
海
運
は
健
全
な
る
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